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平成２１年３月期第２四半期末の「投資有価証券評価損」の計上ならびに平成２１年

３月期第２四半期累計期間および通期の「業績予想の修正」に関するお知らせ 

  
「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復の可能性が

あると認められないものについて、平成２１年３月期第２四半期末において減損処理による投資有価

証券評価損を計上する必要が生じましたのでお知らせいたします。 

また、平成２１年３月期第２四半期累計期間（平成２０年４月１日～平成２０年９月３０日）およ

び通期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１．平成２１年３月期第２四半期末の投資有価証券評価損の総額 
（１）連結 

（Ａ）平成２１年３月期第２四半期末の投資有価証券評価損の総額 1,901 百万円

（Ｂ）平成２０年３月期の純資産の額   （Ａ／Ｂ×１００） 20,056 百万円

（    9.5％）

（Ｃ）平成２０年３月期の経常利益額   （Ａ／Ｃ×１００） 6,281 百万円

（    30.3％）

（Ｄ）平成２０年３月期の当期純利益額  （Ａ／Ｄ×１００） 1,461 百万円

（    130.1％）

 
（ご参考） 
（２）個別 

（Ａ）平成２１年３月期第２四半期末の投資有価証券評価損の総額 730 百万円

（Ｂ）平成２０年３月期の純資産の額   （Ａ／Ｂ×１００） 11,095 百万円

（    6.6％）

（Ｃ）平成２０年３月期の経常利益額   （Ａ／Ｃ×１００） 1,185 百万円

（    61.6％）

（Ｄ）平成２０年３月期の当期純利益額  （Ａ／Ｄ×１００） 728 百万円

（    100.3％）

 
 
 
 
 



２．平成２１年３月期第２四半期累計期間（平成２０年４月１日～平成２０年９月３０日）の 
業績予想の修正 

 
（１）連結業績予想の修正 
                                  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ） 
(平成 20年 8月 8日発表)  ５１，０００  ２，１００ １，５００   ３５０ 

今回修正（Ｂ） ５２，９５０   ２，７００ ２，３５０ △ ８８０ 

増減額（Ｂ－Ａ） １，９５０     ６００  ８５０ △１，２３０ 

増減率   ３．８％ ２８．６％  ５６．７％ △３５１．４％ 

（ご参考）前年同期実績 
平成 19年 9月中間期 ４４，３５８   ２，７６４ ２，３１５ ７７７ 

 
【修正の理由】 
売上高につきましては各事業がほぼ計画どおり推移しておりますが、建設事業における受注時利益

率の改善やコスト見直しの効果、仲介・管理手数料等フィービジネス収入の着実な増加、分譲マンシ

ョン「アルファグランデ篠崎」（東京都江戸川区：総戸数 54戸）の早期販売等によって、営業利益が
前回予想と比べて 600百万円増の 2,700百万円となる見込みであります。また、受取配当金等の営業
外収益の増加に伴い、経常利益につきましては前回予想と比べて 850百万円増の 2,350百万円となる
見込みであります。一方、米国発のサブプライムローンに端を発した世界的な金融収縮にはじまり、

その影響を受けた日本の不動産市況の急激な変化によって、経営に行き詰る不動産事業会社がではじ

めるなど先行きの不透明感が高まっていくなか、当社グループが保有しております「スターツプロシ

ード投資法人」投資口等、一部の所有有価証券価格が急激に下落し、評価の見直しを行いました結果、

前項記載のとおり投資有価証券評価損 1,901百万円の計上によって、四半期純利益は前回予想と比べ
て 1,230百万円減の△880百万円となる見込みであります。 
なお、剰余金の配当につきましては、期初予定どおり１株当たり６円の中間配当を実施する予定で

おります。 
 
（２）個別業績予想の修正 
                                  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 
(平成 20年 5月 15日発表) ２，９００ １，７００ １，４００ １，２００ 

今回修正（Ｂ） ２，９８０ １，６６０ １，５００ ６９０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ８０   △  ４０ １００ △ ５１０ 

増減率   ２．８％ △２．４％   ７．１％ △４２．５％ 
（ご参考）前年同期実績 
平成 19年９月中間期 ３，３１３   ２，0１５ １，９３８ １，８６３ 

 
【修正の理由】 
売上高、営業利益につきましては、ほぼ計画どおりに推移しており、また経常利益におきまして

は受取配当金等の増加に伴い 100百万円増の 1,500百万円を見込んでおりますが、当社が保有して
おります「スターツプロシード投資法人」投資口等、一部の所有有価証券価格の急激な下落に伴い、

投資有価証券評価損 730百万円の計上によって、四半期純利益は 510百万円減の 690百万円となる
見込みであります。 



３．平成２１年３月期通期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）業績予想の修正 
 
（１）連結業績予想の修正 
                                  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ） 
(平成 20年 8月 8日発表) １１７，０００  ７，７００ ６，８００ １，６００ 

今回修正（Ｂ） １１７，０００   ７，７００ ６，８００   ２５０ 

増減額（Ｂ－Ａ）     ０            ０    ０ △１，３５０ 

増減率 ０．０％ ０．０％   ０．０％ △８４．４％ 

（ご参考）前期実績 
平成 20年３月期 １３５，０９６   ７，0１0 ６，２８１ １，４６１ 

 
【修正の理由】 
基幹事業であります建設事業、仲介・賃貸管理事業をはじめ、各事業は計画どおり順調に推移して

おり、売上高につきましては前回予想からの修正はありません。また、営業利益および経常利益につ

きましても、第２四半期累計期間におきましては前回予想に比べて増益を見込んでおりますが、繁忙

期となります第４四半期における販売経費等の増加、今後の為替相場の動向等を勘案し、前回予想か

らの修正はありません。当期純利益につきましては、前項にて記載のとおり、第２四半期末にて行い

ます投資有価証券の減損処理によって、当期純利益は前回予想に比べて 1,350百万円減の 250百万円
となる見込みであります。なお、四半期会計期間末における投資有価証券の減損処理につきましては、

四半期洗替え法を採用しておりますので、今後の第 3四半期末および当期末の時価によっては、特別
損失の額が変動する場合があります。 
 
（２）個別業績予想の修正 
                                  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 
(平成 20年 5月 15日発表) ３，８００ １，１００ ８００ ７００ 

今回修正（Ｂ） ３，９００ １，１５０ ８５０ ５０ 

増減額（Ｂ－Ａ） １００      ５０ ５０ △ ６５０ 

増減率   ２．６％ ４．５％   ６．３％ △９２．９％ 

（ご参考）前期実績 
平成 20年３月期 ４，４５３   １，８３２ １，１８５ ７２８ 

 
【修正の理由】 
売上高、営業利益、経常利益につきましては、ほぼ計画どおり推移する見込みでありますが、前項

にて記載のとおり、第２四半期末にて行います投資有価証券の減損処理によって、当期純利益は前回

予想に比べて 650 百万円減の 50 百万円となる見込みであります。なお、四半期会計期間末における
投資有価証券の減損処理につきましては、四半期洗替え法を採用しておりますので、今後の第 3四半
期末および当期末の時価によっては、特別損失の額が変動する場合があります。 
 
※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 
                                     以 上 


